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報道関係者各位 

ピースマインド・イープ株式会社 

 

働く人と組織の生産性向上を支援するピースマインド・イープ株式会社（以下、ピースマインド・イープ）の調査・研究機関であ

る国際EAP研究センターは、約4万人の従業員に対するストレスチェックの結果データをもとに、高ストレス者の傾向分析を行い

ました。  

 

労働安全衛生法の改正により、本年12月1日以降は企業に年に1回以上のストレスチェックの実施が義務付けられます。 

ストレスチェックは医師、保健師等によって実施され、ストレスチェックを受けた従業員の中から高ストレス者が選定されます。 

医師、保健師等は高ストレス者から面接指導が必要な従業員を判定し、面接指導が必要と判定された従業員が企業に申し出た

場合には、企業は医師による面接指導を実施しなければなりません。 

 

本調査は、上記の背景を受けて、ストレスチェック義務化後、面接指導の対象者となり得る高ストレス者がどれくらいの比率で

存在するのか、またどのような傾向があるのかを明らかにするために実施したものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 今回の調査結果のポイント 

1. ピースマインド・イープの約4万人の顧客従業員を対象とした調査結果では、高ストレス者の比率は全体の8.7% （図3） 

高ストレス者の選定には、厚生労働省による「労働安全衛生法に基づくストレスチェック制度実施マニュアル」（以下、マニ

ュアル）にて示されている基準（※1）を用いました。 

 

2. 男性よりも女性、若手従業員ほど高ストレス者比率が高い （図3）  

男女別の高ストレス者比率を見ると男性は7.5%、女性は10.8%でした。また、年代別では20代（20～29歳）の高ストレス者

が10.2％、30代（30～39歳）では9.6％、40代（40～49歳）では8.9%、50代（50～59歳）では7.0％、60歳以上では3.7％と、

年代が下がるほど高ストレス者比率が高くなる傾向にありました。 

 

3. 上司の部下対応に改善が必要な職場では、それらが良好な職場に比べ高ストレス者比率が約10倍 （図4） 

「上司のリーダーシップ（※2）」、「上司の公正な態度」、「ほめてもらえる職場」、「失敗を認める職場」といった、部下に対

する上司の対応に関する項目で、改善が必要とされた職場では、それらが良好とされる職場に比べ、高ストレス者比率に約

10 倍の差が出ていることが確認されました（「良好」と判定された職場の高ストレス者比率：約 2%～4%、「要改善」と判定され

た職場の高ストレス者比率：約30%～40%）。 

【調査結果】 上司の部下対応に改善が必要な職場は、高ストレス者比率が約10倍高い 

～ 約4万人のストレスチェック結果のデータ分析より ～ 

B: 高ストレス者 

C: 面接指導対象者 
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図2. 高ストレス者、面接指導対象者の関係 図1. 標準的なストレスチェック実施フロー 

A: ストレスチェックの受検者 
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図3. 性別、年代別の高ストレス者比率 （Ｎ＝38,028） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図4. 上司の部下対応と高ストレス者比率の関係 （Ｎ＝38,028） 

 

■ 考察 

今回の分析により、男女差や年齢によって高ストレス者比率に差が生じていることが分かりました。また、職場における高スト

レス者の数には、上司の部下に対する対応や職場の環境要因が大きな影響を与えていることが分かりました。高ストレス者の数

を下げる対応策の例としては、若手従業員に対する自身のセルフケアの促進に加え、上司による部下のサポートなどのライン

ケア(※3) 対策などが有効であると考えられます。また高ストレス者の少ない職場を作るためには、組織風土や職場環境を改

善するための対策が必要であることが示唆されました。 

 

（※1） マニュアルでは約20万人のストレスチェック結果データに基づき全体の約10％が高ストレス者に該当するという基準が示されています。 

（※2） ここでいう「上司のリーダーシップ」とは、部下の育成やキャリア形成に対して能動的な行動を取っていることを指します。 

（※3） 職場の管理監督者が、部下のメンタル不調の予防と早期発見・対応を図り、部下の生産性の向上を目指すこと。 

 

■ 調査概要 

【調査期間】  

 2014年5月～2014年10月 

【調査対象】 

 ピースマインド・イープの「いきいき職場調査 ココロチェック」シリーズによりストレスチェックを行った団体から抽出された従業

員38,028人 
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＜参考情報＞ 

● 国際EAP研究センター： http://www.peacemind-ri.com/ 

● ストレスチェック義務化対策： http://www.peacemind-jeap.co.jp/services/stresscheck 

● いきいき職場調査 ～ココロチェック～ シリーズ： http://www.peacemind-jeap.co.jp/services/assessment/ikiiki_series 

● 義務化されるストレスチェック（りそな総合研究所発行の「りそなーれ 7月号」： 

http://www.peacemind-jeap.co.jp/news/publicity/8980.html  

● 部下のメンタルヘルス・マネジメント（基礎）：http://www.peacemind-jeap.co.jp/services/training/sub_mentalhealth_basic/ 

● 部下のメンタルヘルス・マネジメント（実践）：http://www.peacemind-jeap.co.jp/services/training/sub_mentalhealth_app/ 

 

 

【会社概要】 

 

ピースマインド・イープ株式会社 （http://www.peacemind-jeap.co.jp/） 

本社所在地：  東京都中央区銀座 3-10-6 マルイト銀座第 3 ビル 8F 

代表取締役社長： 荻原 国啓 

資本金：  90,250,000 円 

事業内容：  心理・行動科学アプローチによる「人と組織のレジリエンス ビルディング®」を提供するコンサルティング企 

業。社員と組織の生産性向上をサポートするEAP（従業員支援プログラム）を中心に、国内外の560社を 

超える企業にサービスを展開するEAP業界のリーディングカンパニー。 

 

 

＜本件に関する報道関係者のお問い合わせ＞ 

ピースマインド・イープ株式会社 広報担当：横山 

TEL：03-3541-8656 ／ FAX：03-3541-8655 ／ E-mail：press@peacemind-jeap.co.jp  
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